
 
 
 

 

中部森林管理局は、地球温暖化の防止をはじめとする国民のニーズに応え、

多様で活力のある森林の整備や国産材利用の推進に率先して取り組むなど、 

「美しい森林づくり」を推進します。  

                                      

 

１．公益的機能の発揮に努めています 

管内の国有林野は、「日本の屋根」と呼ばれる日本アルプスをはじめ、信濃川、木曽川などの河川

の源流地域に広く分布しています。中部森林管理局では、国土の保全や水源のかん養、地球温暖

化防止など、森林の公益的機能の維持増進に向けて率先した取組を推進しています。 

 

 ○ 間伐、複層林化、針広混交林化の推進 

健全で多様な森林の育成や地球温暖化の防止のため、計画的に間伐を推進するとともに、伐採年齢

の引き上げや複層林化、針広混交林化に取り組んでいます。 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

○ 山地災害の防止 

管内の国有林野の多くが急峻な地形であることや、日本列島を大きく分ける２つの構造線（断層）が走

っていることなど、山地災害の危険性が高い地域であることから、国民の安全・安心な暮らしを守るため、

自然景観にも配慮しつつ、計画的な治山事業を実施しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

列状間伐されたカラマツ人工林 複層林化されたヒノキ人工林 

木製型枠を使用した谷止工 立木を保護しながら復旧 
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２．国産材の利用推進に努めています 

スギ、カラマツやヒノキなど、人工林の間伐の推進を通じて生産される木材の安定供給や、「木曽ヒ

ノキ」をはじめとする国有林ならではの特産樹種の計画的な供給に努めています。 

 

○ 安定供給と低コスト化への取組 

国産材の利用拡大のため、間伐等により伐採された木材の安定的な供給に努めるとともに、簡易で崩

れにくい作業路の整備や高性能林業機械と列状間伐の組合せによる低コスト・高効率作業システムの開

発・普及に取り組んでいます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 木材の利用推進 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．国民参加の森林づくりを推進しています 

国民の森林づくり参加への意識の高まりを踏まえ、ＮＰＯの自主的な森林整備活動を支援するな

ど、フィールドの提供や技術指導を推進しています。 

① 植生荒廃が著しい登山道周辺での高山植生回復を目指した、自然再生事業を実施。  

② 都市住民等を対象とした、森林整備活動を実施。 

   

   

高性能林業機械の活用 列状間伐の実施 

都市住民による下刈作業 

国産材を使用した北信森林管理署庁舎 
（平成 1９年度新築）

局庁舎ロビーでの木製品展示 

高山植物復元ボランティア作業 

平成２０年５月作成 

作業路の開設 

■平成 20 年度事業概要へ

http://www.chubu.kokuyurin.go.jp/work/jigyou/pdf/20th_gaiyou.pdf

